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第11章 教育支援事業

11.1 教育用 ICT環境の整備運用
(1)教育情報システムの日常的な管理運用

教育用パソコンの運用を行いました。（参考資料１－１～３，２－１～３）

(2)教育情報システムの整備

次期教育情報システムの調達を行いました。平成 26年 3月より運用を開始しています。
学生用ファイル管理システムの調達を行いました。新教育情報システムのホーム領域として運用

しています。

11.2 教育用 ICT環境の利用支援
(1)利用者支援

新入生向け支援として、他事業室と連携し、「情報サービス利用ガイド」を作成し、配布を行いま
した。

(2)各部局の FD支援

ICTを利用した教育のフロジェクト支援を行いました。

• 九州がんプロ養成基盤推進プラン

• 看護実践力ブロッサム開花プロジェクト

11.3 Web学習システム等の教育支援システムの運用管理
• Web学習システム (Webを利用した学習支援システム)、Handbook Studio((スマートフォン用コ
ンテンツ作成・提供システム)、BeeDance(iPhone、iPadによるアンケート収集等のシステム)、
Echo360システム (授業録画システム)の運用管理を行いました。

• Web 学習システムには、全学生と SSO-KID を所持する教職員を登録しました。登録者には、
「情報漏洩対策マニュアル」、「情報倫理教材」を提供しています。一部の情報倫理のコースは、
留学生向けに英語版を提供しています。また、「よくわかるOffice2013」のコースの提供を開始
しました。
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11.4 語学学習システムの運用管理
• 英語教育用のシステム (NetAcademy2)用のサーバ管理を行いました。

※運用は言語文化研究院

11.5 教育用のコンテンツの整備・情報発信支援
• 九州大学オープンコースウェアや動画 (QuickTime形式)配信のためのサーバの運用管理を行い
ました。

11.6 全学シラバスシステムの運用
• 学務部と協力して、全学のシラバス情報を統合したシステムの運用を行い、部局から提供され
るデータの登録作業等を行いました。平成 25年度 10月時点で、教育学部、人間環境学府、芸
術工学部・学府、 21世紀プログラム、農学部、生物資源環境学府、システム情報科学府、総
合理工学府、理学部数学科、数理学府、全学教育、統合新領域学府ライブリーサイエンス専攻
が利用しています。

11.7 遠隔講義会議システムの整備利用支援に関する事項
• キャンパス間学習システム「iClass」について、利用促進、および利用支援を行いました。ま
た、多地点接続装置を運用し、これによってキャンパス間および学外との遠隔講義・テレビ会
議の開催を支援しました。

（参考資料３，４）

• さらに、以下に列挙するような形で学内におけるテレビ会議・遠隔講義の実施等を支援しま
した。

– 学内に保有されているテレビ会議装置の、ディレクトリページによる情報共有を通じた相
互利用支援

– Web会議システムの利用支援

• iClassの後継として、九州大学遠隔講義システム「 qClass」の調達を行いました。各キャンパ
スに計 22式の端末機材を設置し，平成 26年 3月末より運用を開始しています。

• 補正予算でテレビ会議用の多地点接続装置の調達、さらに別予算でWeb会議システムの調達
を行いました。これらについては、新遠隔講義システム「qClass」との使い分けも含め、運用
の詳細を検討中です。
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